
 

 

３．順応的管理（Adaptive management）の考え方 
 

 不確実性を伴う対象を取り扱うための考え方・システムで、特に野生生物や生態系の保

護管理に用いられる。 

 例えば、野生生物保護管理の対象は、 

（１） 基本的な情報が得られない不確実な系であり、 

（２） 絶えず変動し得る非定常系であり、 

（３） 境界がはっきりしない解放系である。 

 そのため、当初の予測がはずれる事態が起こりえることを、あらかじめ管理システムに

組み込み、常にモニタリングを行いながらその結果に合わせて対応を変えるフィードバッ

ク管理（順応性）が必須となる。 

 

今回の湿地復元工事における順応的管理の適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全対策を含む埋立工事計画の策定 
・事前調査結果をふまえ、湿地特有の環境に依存する保全

対象種を選定。 

・保全対象種のライフサイクルに合わせた代替湿地におけ

る環境復元対策及び埋立工事計画を策定する。 

埋立工事 

事前調査 
・湿地及びその周辺に生息する動植物の種類や分布範囲、

ライフサイクル等を把握する。 

工事中の 
モニタリング 

環境保全対策を講じながら埋め立

て缶ｋ中お 

 当初の予測どおりに、 

環境は保全されているか？ 

環境保全対策を講じながら埋立工事を実施 
（方法） 

・代替湿地を早期に造成する。 

・元の湿地と代替湿地を並存しながらの埋立工事を行う。 

・元の湿地から代替湿地に段階的な植生移植を行う。 

（予測） 

・代替湿地に移植された植生はそこに活着すると予測。 

・元の湿地に生息していた保全対象種を含む動植物が代替

湿地でも生息する（生物分散）と予測。 

事後モニタリング 
・工事終了後の環境（生態系）の変化状況をモニタリング

し、異状があれば対処する。 

工事計画の見直し
・問題事象を速やか

に把握し、埋立工事

計画を変更するなど

の解決方策を策定

する。 

埋立工事の継続・終了 
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